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１．国民の健康寿命延伸にｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱが貢献 

１）高齢者から若者まで、全ての国民が元気に活躍し続けられる社

会、安心して暮らすことのできる社会の実現に向け、公的医療 

保険（皆保険）制度を基盤として、ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱが 

国民へ浸透し「未病」「予防」「早期手当」等の正しい対処方法が 

理解され、健康リテラシーが向上し、国民の健康寿命の延伸に 

向けた行動変容へとつながっている。 

２）国民自身がｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱに向けた取り組みを積極的 

に進めるための新たな基本法が制定されている。 

３）ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱを実践する場として、医療機関とともに 

健康ｻﾎﾟｰﾄ機能を有する薬局､ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱが地域包括ケアに貢献。 

４）健康に関する知識と啓発が進み、学校教育と共に医師・保健師・

薬剤師・登録販売者など専門家支援のもとｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ 

ｾﾙﾌｹｱを習得・実践できる体制が整っている。 

２．ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱを実践するための OTC 

医薬品の活用が拡大  

国民がｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱを実践するための情報が充実 

するとともに、「未病」「予防（重症化予防含む）」「早期手当」に 

資する OTC医薬品や検査薬等が世の中に提供されている。  

３．日本発の OTC 医薬品がアジアに普及 

既にアジアに進出している企業の製品と同じく、広く日本の 

OTC医薬品が、アジアの市民から品質や効果の面から信頼を 

得て、日常使いの医薬品として普及する環境が整っている。 

 

●国民のｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱ実践に向けた環境整備・ 

公的保険外支援 

●地域包括ケアシステムの支援 

●他業種・団体との協業によるｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱ普及 

●くすり教育体制の支援 

 

□1  国民の健康寿命延伸のための行動変容を支援する環境作り 

セルフメディケーション・セルフケアの推進が「健康寿命の延伸」に貢献 2025 年 OTC 医薬品産業の在るべき姿（3 本柱） 

●人生 100年時代の QOL改善に向けた承認基準 

及び規制の見直し 

●諸外国とのスイッチラグの解消（検査薬含む） 

●OTC医薬品の効能効果と適正使用に関する情報伝達 

□2  OTC医薬品が活用される環境作り 

●アジア各国への進出サポート活動の強化 

●OTC医薬品を各国生活者に届けるため、政府・

PMDA と協働による各国当局との関係強化 

●日本 OTC医薬品の海外ブランディング 

 

□3  日本発の OTC医薬品がアジアに 
普及する環境作り 

“在るべき姿３本柱”を立てるための３つの「環境作り」 
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基本戦略プラン：2025年の到達目標とアクションスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルフメディケーション・セルフケアの推進が「健康寿命の延伸」に貢献 

国民のｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱ実践 

に向けた環境整備・公的保険外支援 

●ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱに関する基本法制定 

  →ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱに関する基本法 

を制定し行政、国民のｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ 

・ｾﾙﾌｹｱに関する義務を明確化 

●公的保険外のｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ実践に対する 

支援としてｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ税制の普及・促進 

  →税制の延長、対象品目拡大へ向け、産業界 

と連携し税制普及促進活動や調査研究活動 

●ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝの日・週間の定着               

→ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱに関する情報発信 

を通じて国民の行動変容を支援 

 

他業種・団体との協業による 

ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱ普及 

●地域医療の中での薬剤師活用として、薬局･ 

  ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱや在宅医療での服薬指導ﾓﾃﾞﾙ構築 

●地域行政･健保等との協働を通じたｾﾙﾌﾒﾃﾞｨ 

ｹｰｼｮﾝ・ｾﾙﾌｹｱによる健康支援ﾓﾃﾞﾙ構築 

 

地域包括ケアシステムの支援 

●医師、薬剤師、看護師等との協働 

ex.在宅、医療現場における OTC医薬品の活用 

 ●薬剤師による”受診勧奨”の推進 

 ●店頭でのスイッチ OTC販売体制整備支援 

●医療機関と共に、薬局やドラッグストアを 

地域住民の健康をサポートする地域医療 

拠点のひとつとして機能させることを支援 

くすり教育体制の強化 

●子供から大人に至るまで世代別薬育体制強化 

●幼年期からOTC医薬品活用のための環境作り 

●学校教育現場での薬育指導体制構築支援 

 

 

諸外国とのスイッチラグの解消 
（検査薬含む） 

●国民のニーズが高い「新規領域」での 

スイッチ OTC化の実現 

●国民が自らの健康状態を迅速・簡便に 

把握できる一般用検査薬の項目拡大 

 

OTC 医薬品の効能効果と 
適正使用に関する情報伝達 

 ●自主ガイドラインの遵守により生活者から 

の信用・信頼を獲得  

⇒安心・安全・経済性の訴求 

●訪日外国人への適正使用情報の提供支援 

 

アジア各国への進出サポート活動の強化 

●経済発展が著しいアジアから検討。海外進出の 

手段として「輸出」・「現地生産」を基本に、輸出入・ 

承認取得・現地企業とのマッチング等をサポート 

する体制の構築 

日本OTC医薬品の海外ブランディング 

●各国市場受容性の調査 

●各国事情に合わせたマーケティング手法の検討 

●訪日外国人に向けてのブランド浸透 

 

国内市場予測（小売ベース） 

1 兆１千億円（2015 年度推計） 

→1 兆 8 千億円（年率５.０５%成長） 

海外市場予測（小売ベース） 

2,050 億円（2015 年度推計） 

→3,500 億円（年率５.５%成長） 1＄≒109 円換算 

＊ASEAN5 経済成長率見通し：年率 5～5.5%成長 

（三菱 UFJ ﾘｻｰﾁ&ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ） 

国内・海外で 

1兆3,050億円⇒ 

2兆 1,500億円 

人生 100 年時代の QOL 改善に 

向けた承認基準及び規制の見直し 

●OTC医薬品らしい魅力ある配合剤の審査 

  の促進及び迅速化 

●国民視点からの理解しやすい名称の検討 

と改称の実現 

（医薬品リスク区分・指定医薬部外品、等） 

－国民が選択しやすい効能効果表現の 

整理・見直し（特に予防・未病領域）と 

目的別陳列の創設 

●容器、容量及び添加物等の規制の見直し 

による製品価値の向上 

OTC 医薬品を各国生活者に届けるため

政府・PMDA と協働による 

各国当局との関係強化 

●外部機関・海外協会から薬事情報を収集する 

仕組みの構築 

●APSMI・Self-CARER の戦略的活用 

●二国間協議の対象国拡大 

●各国におけるOTC医薬品の課題共有と解決検討 

□3 日本発の OTC 医薬品がアジアに普及する 

環境作り 
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□2  OTC 医薬品が活用される 

環境作り 
□1  国民の健康寿命延伸のための行動変容を支援する 

環境作り 

＊日本の経済成長率見直し： 
年率 0.5～1.0%成長 
（三菱 UFJ ﾘｻｰﾁ&ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ） 

＊現在の医療用医薬品：OTC 医薬品 

＝９：１の「是正」 


